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リンパ浮腫って何？
～からだのむくみのお話～

からだの“むくみ”について

ふしゅ

むくみ＝浮腫とは、何らかの原因によって、体の水分のバラン

スが崩れて細胞や皮下組織の隙間に水分が過剰にたまった状態

のこと。顔、足、腕がむくんだり、だるい、重い、突っ張る、

張って痛い、押さえると痕が残るなどの症状があります。

むくみには、起立性、静脈性、筋肉低下・低たんぱく、肥満、

心臓や腎臓、肝臓、リンパの手術や治療によるものがあります。

リンパ浮腫とは？

静脈とは別に全身には網目を張り巡るようにリンパ管や

リンパ節があり、リンパ液が流れています。リンパ液は、

体の細菌やウイルス，異物など体内に不要なものを組織

から取り除く機能を持っています。

全身のリンパ液の７０％は皮膚に集合していて、血液と

違ってゆっくり流れているため、１日か２日かけて全身

をめぐります。身体のリンパ液が何らかの原因で皮下組

織にため込まれると、むくみが起こります。これがリン

パ浮腫といわれるものです。

がん治療によるリンパ浮腫とは、がんの手術によって、

リンパ節を切った部位のリンパの流れが滞ることにより、

手術した部位にむくみが出るがん治療の後遺症のひとつ

です。 腕の浮腫＝乳がん

□むくんでいる（皮膚の色は変わらず、やわらかい）
□指輪や時計、服の袖がはまりにくい
□靴がきつい、はまりにくい
□だるい、重い、つっぱる、押さえると痕が残る

・手術後のリンパ浮腫発症率は、５～２５％
・すぐに発症することはなく、時期は不定

炎症や血栓の
可能性があるため、
受診しましょう!!

リンパ浮腫のサイン

□硬い
□痛い
□赤黒い

こんな“むくみ”のサインに要注意！

裏へ続きます →



弾性スリーブや弾性ストッキングを用いて行う

圧迫療法です。

ハイソックス、ストッキング、

腕用スリーブなど、

いろいろな種類があります。

適切なサイズ、種類、圧迫圧、

そして正しい装着を行う必要があります。

当院では、がん看護外来で
計測や弾性着衣の

相談を受け付けています

リンパ浮腫を防ぐ方法、お手入れの方法

スキンケア・体重管理 運動

滞ったリンパ液をリンパ管へ流す＝ドレナージ（排液）

弾性着衣

弾性スリーブ・ストッキングを選ぶ時のポイント

むくみの原因はさまざまです。がんの関連によって肝臓や腎臓からのむくみや他の病気が影響していることも

あります。むくみを自覚したら、かかりつけ医もしくは、がん治療の担当医にご相談ください。

手を用いて行うリンパ排液マッサージ療法です。

（”ドレナージ”とは、「排出」「排液」という意味。）

むくみのある患部の皮膚に手を当て、皮膚や皮下組織にたまった体液を、

健康なリンパ管系に移動させてむくみを改善させるマッサージ療法です。

手術部位や状態によって異なるため、必ず医療者の指示のもと行ってください。

方法についてお困りの場合は、

がん看護外来にお問い合わせください。
当院では、

がん看護外来で相談・
指導を行っています


